
園バスの添乗で鳩山の様々なところを走っていると、緑から黄色、茜、臙脂、茶、複雑な色のグラ
デーションで、今年は紅葉が例年以上にきれいだと感じました。それも次第に散っていき、秋から冬
へと移り変わっていきました。園庭の木も順々に紅葉し風に散って、今は、黄色いイチョウの葉の絨
毯になっています。11 月は暖かい日が続いていましたが、師走に入りいっきに冬が訪れた感じです。                        

さて、園では 12 月 17 日の「お楽しみ会(発表会)」に向けての準備が進んでいます。毎年様々な工
夫をして取り組んでいます。今年も楽しみにお待ちください。 

 

実体験に勝るものは無し         触ったり見上げたり(5月)→ 

 

早いものでもう１２月。ふり返ってみれば、コロナ禍で行動が制限される中、地域

の皆さんのご理解・ご協力のもといろいろな体験活動をすることができました。 

特に初めてチャレンジしたものとして、５月には、教育長さん宅の竹林を散策し、見たり触ったりした

ことで様々な気づきがあり、竹の子(ども)の絵、竹の子の断面を使ったスタンプ絵などに広げていくこと

ができました。（子供たちは感じたまま一気に竹の絵を描き上げました。）その後は送迎バスからの見慣

れた景色の中に竹林を見つけ、子供なりに心に残った体験のふり返りを楽しんでいました。６月からは、

大豆戸の清水さんのご協力で、長いスパンでの『田んぼ体験』が始まりました。初めて入った田んぼに

個々の子供たちの感想は様々で「あたたかくて気持ちよかった。」「気持ち悪かった。」「冷たかった。」ま

た、ご飯になって食べられることに期待する声などもありました。途中、イネの生長を見に行ってからの

稲刈り体験。刈り取った(切った)イネの一部を天日に干して、籾摺りし玄米まで自分たちでやってみまし

た。そしていよいよ玄米と白米の食べ比べ。子供たちの喜びはマックスになったようです。さらに１１月

に田んぼ跡を見てから清水さん宅を訪ねお礼の言葉と気持ちを伝えました。 

どんなに高性能で美しいデジタル画像で竹林や竹の生えてる様子を見せても、子供たちは勢いのある

竹の絵を描くことはできないし、田植えや稲刈りの映像を何度見せたとしても、田んぼに入った感触や玄

米と白米を食べ比べた味や食感の違いは分からない。一回の実体験に勝ることはできないと考えていま

す。まだ抽象的な思考が難しい幼児期での実体験は大切であり、こういった五感を通した体験は子供たち

の心に響き、やがて豊かな想像力が子供たちの中に生まれてくると確信しています。 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

園長 岡部 玲子 

 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 さくら 組 に じ 組 

12月上旬 

 

 

 

 

中旬 

 

 

 

下旬 

 

 

 

＜お楽しみ会に向けて＞ 

・お話の役になって遊び、歌を歌う。 

・オペレッタのダンスをみんなと一

緒に踊ったり、役に分かれて踊っ

たりする。 

・オペレッタや歌に必要な物を作る。 

・舞台でのオペレッタのすすめ方や

並び方、舞台への出入りの方法を

知ってする。 

友だちや年長組の前で演技する。 

お楽しみ会に参加する。 

もちつき大会に参加する。 

2学期終業式に参加する。 

＜お楽しみ会に向けて（劇）＞ 

・劇の役割分担を話しあって決めて練習する。 

・お楽しみ会に向けて大道具や小道具等必要

な物を作る。 

＜お楽しみ会に向けて（歌）＞ 

・歌を覚えて歌う。 

 

 

 

友だちや年少組の前で演技する。 

お楽しみ会に参加する。 

もちつき大会に参加する。 

2学期終業式に参加する。 

  

ESD まだ
まだ続き
ます 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

たくさん商品ができました どんな商品を出すかの話し合い 

お店屋さんが終わってホッとしてお弁当 

 

いらっしゃいませー！ 

 

 

 

 

今年はビオラ 

 

 

 

 

 

 

 

焼き芋をしました 

さくら組もお店屋さん 

さくら組 

これください。 

 

タヌキを見せてくれました 

11 月 10 日 図書館訪問 

今年も山村短大
の〝ヨーフラヨ
ーフラ″に招待
されました。 
不思議ワールド
を体験してきま
した。 

みんな絵本大好き 

にじ組は全員が自
転車に乗れるよう
になりました。さ
くら組もかなり乗
れるようになりま
した。幼稚園にい
るうちに全員乗れ
るようになるとい
いですね。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『元気な声がさくら組にひびいています！』 

さくら組担任 窪田 幸恵 

「先生、おはようございます！」ここ最近では、バスから降りてくると気持ちの良い挨拶を自分からし 

てくれる子が、日に日に増えてきています。２学期も後半に入り、自分の好きな遊びを見つけて園生活を 

楽しめるようになってきていることが、園での生活の自信につながってきているさくら組です。 

【自転車にチャレンジ！】 

にじ組さんがスイスイと乗る姿に憧れて「乗ってみる」とチャレンジする子が増えています。乗って

みたい気持ちはあっても、まだドキドキする気持ちの方が大きい子もいるので、一人一人のタイミン

グをみながら少しずつ誘っていきたいと思います。 

【ごっこ遊びを楽しんでいます！】 

園庭に出て、ジャングルジムや職員室前の遊具をお家やお城に見立て、友達を 

誘って「お姫様ごっこ」などをして楽しく遊んでいます。最近では、にじ組の 

友達もごっこ遊びにまじることが増え、たくさんの友達と一緒に遊ぶ楽しさも味わっています。 

【劇遊び   なりきっています！】 

お楽しみ会に向けて「三びきのやぎのがらがらどん」の劇遊びを毎日楽しんでいます。担任が絵本を

読んだり、オペレッタ（音楽劇）の音楽を流したりしながらイメージを広げていきます。段々と子供

たちの中からも歌詞を口ずさんだり、こわ～いトロルになりきって体を動かしたりする子が出てきま

した。そこで皆で一緒に踊ってみることに…。かわいいやぎになりきる子、強そうなやぎになって思

い切り踊る子、恐ろしい表情になってトロルになりきる子など、お話の世界に入って表現することを

楽しむ様子がたくさん見られました。今は、本番でどの役をやりたいか考え 

中です。「全部の役がやりたい！」とそんな声も聞こえてきていて、皆やる 

気満々です。どんな劇になるのでしょうか！どうぞ楽しみにしていてくださ 

い。 

 

 

 

  

 

「自信満々のにじ組！お楽しみ会も頑張るぞ！」 にじ組担任 田畑 瞳   

 はとやま祭への参加ご協力、ありがとうございました。たくさんのお客さんの前で堂々と表現す

るにじ組さんは、とてもとてもかっこよかったです。そして、次の日に行われたお店やさんごっこ

では、最初は緊張した表情を見せながらも、さくら組やひよこ組さんがたくさんお買い物に来てく

れて、「いらっしゃいませ！！」の声もだんだんと大きくなり、「少々お待ちください。」「こちらを

先にお渡ししますね。」とまるで本物のお店やさんのように、接客の声もとても上手でした。頑張

った２日間を終え、みんなは達成感に満ちた表情でした。運動会やはとやま祭、お店やさんごっこ

を終え、一人一人に自信がついたように感じます。友達同士への声かけも多くなり、その声はます

ます元気いっぱいです。先日は、好きな遊びの時間に、友達同士誘い合って、ペダルローラーを始

めていました。仲良く顔を見合わせ楽しそうに進んでいきます。すると、一人の子が自分の漕いで

いたペダルローラーをしまって、友達に手を支え手伝ってあげていました。ますます友達との仲が

深まっているにじ組です。 

 そんなにじ組さんは、お楽しみ会でするお話も決 

まり、毎日「セリフは何て言おうか」「どんなふうに 

動こうか」「どんなものが必要かな？」とみんなで話 

し合いながら進めているところです。どんな劇にな 

るのか、みんなでワクワクしながら、頑張っていきたいと思います！ 

 

 

み～んな！げんき！ 

さくらぐみ 


